
 

日本臨床化学会関東支部 

平成 25 年度 第 1 回幹事会・（会務）総会 議事録 

 

日時：平成 25年 5月 11 日（土）  幹事会 11：00～12：00 

総会  12：00～12：20 

場所：自治医科大学地域医療情報研修センター 大会議室 

 

出席者：矢冨 裕、石井直仁、石橋みどり、市村通朗、久米幸夫、戸塚 実、中山智祥、三村智

憲、三宅一徳、宮城博幸、村田 満、山内一由、山田俊幸、山舘周恒、平山 哲、吉田 

博、渡邊 卓、大久保滋夫（順不同）  

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１． 平成 25 年～27年度支部役員選挙結果報告（資料 7） 

平成 25 年度～27 年度支部役員選挙の結果が三宅選挙管理委員から報告された。 

支部長に矢冨裕先生、監事に戸塚実先生、菊池春人先生の就任が承認された。 

矢冨新支部長より就任の挨拶があり、三井田前支部長が欠席のため、幹事会、総会の司

会を担当することの説明があった。 

 

２． 平成 24 年度幹事会・常任幹事会の議事録の確認（資料 1-1,1-2） 

平成 24 年度の幹事会・常任幹事会の議事録が承認された。 

 

３． 平成 24 年度事業報告 

(1) 第 20回日本臨床化学会関東支部総会（資料 2） 

(2) 第 30回日本臨床化学会関東支部例会（資料 3） 

(3) 第 1～4回日本臨床化学会関東支部勉強会（資料 4） 

(4) プロジェクト研究報告（資料 5） 

(1)～(3)について三宅幹事より、総会・例会とも多くの支部会員の参加を得て盛会であ

った旨の報告があり、支部勉強会は三井田先生の声かけで開催し、毎回、50 名超の参加

を得ている。現在はだれでも参加を可能とし、今後は日本臨床化学会関東支部、さらに

本会への入会に促したい。 

(4)について大久保より報告があった。平成 22 年度の 3件のプロジュクト研究は終了

し、平成 23 年度、平成 24 年度の 2件のプロジュクト研究が継続中である。それぞれ、

総会後の分科会プロジェクト報告会で研究結果について報告がされた。 

平成 25 年度のプロジェクト研究の公募への新規申請があった。分科会プロジェクト運

営員会から推薦があり、幹事会で新規プロジェクトとして採択することが承認された。

新規申請については今後、申請者について支部運営費の支払いを確認することとした。 

 

４． 平成 24 年度決算報告（資料 6） 

三宅幹事より、平成 24年度の決算報告があった。石橋監事より監査報告があり、承認



 

された。 

 

５． 平成 25～27 年度支部役員 人事確認（資料 8） 

矢冨新支部長より、常任幹事、幹事名簿が示され、承認された。支部長の方針として、

原則として、今後は本部の評議員は支部幹事とし、支部幹事は本部の評議員とすること

が提案され、承認された。この方針はメール等で支部役員に連絡して確認を行う。 

 

６． 平成 25 年度予算案（資料 9） 

大久保より平成 25年度予算案が報告された。今年度より、支部ホームページを充実さ

せるためにレンタルサーバーを利用することとし、それに伴い、新規にレンタルサーバ

ー費用が計上された。支部ホームページの管理を担当する宮城幹事より費用の説明があ

った。 

山田幹事より集会の予算が判りにくいため、改善を求める意見があり、今後の検討課

題にすることとした。 

予算案は承認された。 

 

７． 平成 25 年度事業計画 

山田幹事より本日開催する第 21 回支部総会（資料 10）について説明があった。 

三村幹事より第 31回支部例会を 11月 30 日に東京（西新橋）にて開催することについ

て説明があった。 

 

８． 関東支部ホームページの充実について（資料 11） 

 宮城幹事よりレンタルサーバーを利用して支部ホームページを使用しやすく、充実さ

せたいとの説明があった。メーリングリストを作成し、いろいろな情報を配信し、総会・

例会の資料を掲載することなどを実施したい。 

 正確なメーリングリストの作成を期待する要望があった。 

 

９． 内規・申し合わせについて（資料 12） 

昨年の幹事会で承認された内規・申し合わせの変更について確認がされた。 

 

１０． その他 

・山田幹事より、支部運営費（2000 円）を支払うことのインセンティブについて質問があ

った。分科会プロジェクトへの応募が可能となるが、その他の内容について継続して検討

していくこととした。 

・ 石井幹事より北里大学への着任、および北里大学からの新規プロジェクト申請の採択に

ついてお礼の挨拶があった。 

 

（文責 大久保） 


